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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 20,429 3.5 266 △51.9 331 △41.8 629 5.4

2023年３月期 19,747 6.4 553 8.5 570 △8.8 597 △3.2
(注) 包括利益 2024年３月期 653百万円( △2.0％) 2023年３月期 666百万円( 1.8％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 114.13 － 14.8 1.7 1.3

2023年３月期 108.32 － 16.1 3.1 2.8
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 －百万円 2023年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 20,107 4,531 22.5 821.95

2023年３月期 19,136 3,994 20.9 724.39
(参考) 自己資本 2024年３月期 4,531百万円 2023年３月期 3,994百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 699 △687 50 1,361

2023年３月期 1,063 △1,494 10 1,254

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 0.00 － 21.00 21.00 115 19.4 3.1

2024年３月期 － 0.00 － 28.00 28.00 154 24.5 3.6

2025年３月期(予想) － 0.00 － 28.00 28.00 33.1

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 20,758 1.6 517 94.4 511 54.2 467 △25.8 84.70



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ13「３．連結財務諸表及び主な注記 （５）連結財務諸表に関する注記事項（会計上の

見積りの変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 5,516,335株 2023年３月期 5,516,335株

② 期末自己株式数 2024年３月期 2,678株 2023年３月期 2,678株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 5,513,657株 2023年３月期 5,513,657株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 18,781 0.9 284 △54.2 349 △45.2 648 △2.6

2023年３月期 18,618 7.1 620 18.7 637 0.1 666 5.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 117.63 －

2023年３月期 120.83 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 20,793 4,804 23.1 871.46

2023年３月期 19,826 4,272 21.5 774.88

(参考) 自己資本 2024年３月期 4,804百万円 2023年３月期 4,272百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．経営成績等の概況 （４）今後
の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
2024年５月下旬に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度(2023年４月１日～2024年３月31日)におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する

行動制限の緩和により、社会経済活動の正常化が一段と進み、個人消費が回復するなど、景気に持ち直しの動きが

見られました。一方で常態化する円安のほか、ウクライナ情勢の長期化を起因としたエネルギーコスト及び原材料

価格の高止まりとそれに伴い長期化している物価上昇により、景気の先行きは、依然として不透明な状況が続いて

おります。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、「日本文化をもっと身近にする」、「私たちのおもてな

しを世界に広げる」、「世の中を楽しく変えていく」の経営理念のもと、顧客の拡大に取組み、安定した収益の確

保に努めてまいりました。

（和装事業）

和装事業におきましては、店舗、教室及び催事での受注が前期を上回り、通期として過去最高を記録いたしまし

た。2023年11月には、"持続性″をテーマに３回目となるきものコンテスト「Universal Kimono Award 2023」を開

催するなど、きものが本来持っている価値や新たな魅力、可能性を発信してまいりました。受注が堅調に推移した

ことから、当連結会計年度の和装事業の売上高は15,050,089千円（前期比1.6％増）となりました。期初より計画し

ておりました、給与水準の引上げに伴う人件費の増加、受注獲得に向けた広告宣伝費の積極的な投下などにより、

セグメント利益は660,075千円（前期比22.1％減）となりました。

なお、当連結会計年度末の受注残高は、5,109,503千円（前連結会計年度末比0.9％増）となっております。

（ウエディング事業）

ウエディング事業におきましては、国内では前期に比べ施行組数が減少いたしました。一方で、１組あたりの施

行単価は回復傾向となりました。2022年９月の中国子会社での新施設開業により、当連結会計年度のウエディング

事業の売上高は5,379,214千円（前期比9.2％増）となりました。期初より計画しておりました、給与水準の引上げ

に伴う人件費の増加、中国子会社の新施設に係る地代家賃、減価償却費の増加などにより、セグメント利益は

348,368千円（前期比18.5％減）となりました。

なお、当連結会計年度末の受注残組数は、1,013組（前連結会計年度末比15.2％減）となっております。

（全社）

上記の結果、当連結会計年度の業績は、売上高20,429,304千円（前期比3.5％増）、営業利益266,275千円（前期

比51.9％減）、経常利益331,604千円（前期比41.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は繰延税金資産の計上

などにより629,268千円（前期比5.4％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当連結会計年度末における総資産は20,107,721千円（前連結会計年度末比5.1％増）となりました。

流動資産の残高は10,547,605千円（前連結会計年度末比6.5％増）となりました。これは主に現金及び預金が

295,250千円、有価証券が200,000千円、商品が58,381千円増加したことによります。

固定資産の残高は9,560,116千円（前連結会計年度末比3.6％増）となりました。これは主に建物及び構築物が

108,834千円、投資有価証券が208,473千円減少した一方で、建設仮勘定が285,204千円、繰延税金資産が383,596

千円増加したことによります。
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（負債の部）

当連結会計年度末における負債は15,575,762千円（前連結会計年度末比2.9％増）となりました。

流動負債の残高は12,324,248千円（前連結会計年度末比2.0％減）となりました。これは主に１年内返済予定の

長期借入金が187,473千円、未払金が140,407千円増加した一方で、短期借入金が580,000千円減少したことにより

ます。

固定負債の残高は3,251,513千円（前連結会計年度末比27.0％増）となりました。これは主に長期借入金が

581,037千円、資産除去債務が127,615千円増加したことによります。

（純資産の部）

当連結会計年度末における純資産は4,531,959千円（前連結会計年度末比13.5％増）となりました。これは主に

親会社株主に帰属する当期純利益629,268千円を計上したこと、配当金115,786千円を支払ったこと、為替換算調

整勘定が24,689千円増加したことによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は1,361,969千円となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は699,097千円となりました。これは主に税金等調整前当期純利益285,734千円、

減価償却費561,132千円があった一方で、未払消費税等の減少38,180千円、前受金の減少68,488千円、棚卸資産の

増加45,312千円があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は687,756千円となりました。これは主に定期預金の預入による支出232,154千円、

固定資産の取得による支出513,139千円があった一方で、定期預金の払戻による収入44,400千円があったことによ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は50,323千円となりました。これは主に長期借入れによる収入1,350,000千円があ

った一方で、短期借入金の減少額580,000千円、長期借入金の返済による支出581,490千円、配当金の支払額

115,750千円があったことによります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、賃金上昇の動きにより経済活動が力強さを取り戻すことが期待されるものの、ウ

クライナをめぐる国際情勢の先行きやエネルギー・素材価格、為替の変動等による経済への影響、人手不足の深刻

化など、先行きは依然として不透明な状況が続くことが予想されます。

このような状況の下、当社におきましては、和装事業では、プライベートブランド商品の更なる強化、きもの着

方教室「いち瑠」の強化、加盟店の開拓強化等、ウエディング事業では、写真関連事業の強化、中国ウエディング

事業の推進等、各種施策を着実に推進してまいります。

通期の業績予想といたしましては、売上高20,758百万円、営業利益517百万円、経常利益511百万円、親会社株主

に帰属する当期純利益467百万円を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用してお

ります。なお、国際会計基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向などを踏まえた上

で検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,491,185 4,786,435

売掛金 1,052,452 1,078,081

有価証券 － 200,000

商品 1,989,625 2,048,006

レンタル商品 1,272,285 1,309,636

仕掛品 575,972 525,641

原材料及び貯蔵品 115,433 115,723

その他 408,375 484,079

流動資産合計 9,905,330 10,547,605

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,414,274 5,305,439

土地 1,320,750 1,320,750

建設仮勘定 385,285 670,490

その他（純額） 228,509 209,338

有形固定資産合計 7,348,820 7,506,018

無形固定資産

ソフトウエア 92,217 78,865

その他 78,391 84,462

無形固定資産合計 170,609 163,328

投資その他の資産

投資有価証券 261,549 53,076

出資金 30 30

敷金及び保証金 1,248,345 1,260,113

繰延税金資産 180,188 563,785

その他 21,404 13,764

投資その他の資産合計 1,711,517 1,890,769

固定資産合計 9,230,947 9,560,116

資産合計 19,136,278 20,107,721
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 874,548 906,112

短期借入金 3,880,000 3,300,000

１年内返済予定の長期借入金 448,313 635,786

未払金 459,561 599,969

未払費用 343,828 392,144

未払法人税等 44,103 44,694

前受金 6,282,233 6,225,615

預り金 53,159 64,090

賞与引当金 1,425 1,290

その他 194,579 154,544

流動負債合計 12,581,751 12,324,248

固定負債

長期借入金 1,191,654 1,772,691

資産除去債務 355,974 483,590

繰延税金負債 955 793

退職給付に係る負債 636,440 641,264

その他 375,471 353,175

固定負債合計 2,560,495 3,251,513

負債合計 15,142,247 15,575,762

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 1,978,533 1,978,533

利益剰余金 1,890,578 2,404,060

自己株式 △17 △17

株主資本合計 3,919,093 4,432,575

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 36,489 36,245

為替換算調整勘定 38,447 63,137

その他の包括利益累計額合計 74,936 99,383

純資産合計 3,994,030 4,531,959

負債純資産合計 19,136,278 20,107,721
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 19,747,349 20,429,304

売上原価 7,625,092 7,861,919

売上総利益 12,122,256 12,567,384

販売費及び一般管理費 11,568,659 12,301,109

営業利益 553,597 266,275

営業外収益

受取利息及び配当金 6,425 11,464

受取手数料 3,722 2,297

為替差益 3,315 54,655

助成金収入 4,708 －

残余財産分配金 5,923 －

その他 20,060 30,889

営業外収益合計 44,155 99,307

営業外費用

支払利息 22,554 21,790

支払補償費 － 8,655

その他 5,025 3,533

営業外費用合計 27,579 33,979

経常利益 570,173 331,604

特別利益

固定資産売却益 54 11

投資有価証券売却益 － 10,400

特別利益合計 54 10,411

特別損失

固定資産除却損 5,569 3,599

減損損失 10,652 52,682

特別損失合計 16,222 56,281

税金等調整前当期純利益 554,005 285,734

法人税、住民税及び事業税 44,103 44,694

法人税等調整額 △87,361 △388,229

法人税等合計 △43,258 △343,534

当期純利益 597,264 629,268

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 597,264 629,268
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益 597,264 629,268

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,983 △243

為替換算調整勘定 66,497 24,689

その他の包括利益合計 69,480 24,446

包括利益 666,744 653,715

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 666,744 653,715

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 50,000 1,978,533 1,370,505 △17 3,399,020

当期変動額

剰余金の配当 △77,191 △77,191

親会社株主に帰属す

る当期純利益
597,264 597,264

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 520,073 － 520,073

当期末残高 50,000 1,978,533 1,890,578 △17 3,919,093

その他の包括利益累計額

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 33,506 △28,049 5,456 3,404,476

当期変動額

剰余金の配当 △77,191

親会社株主に帰属す

る当期純利益
597,264

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,983 66,497 69,480 69,480

当期変動額合計 2,983 66,497 69,480 589,553

当期末残高 36,489 38,447 74,936 3,994,030
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 50,000 1,978,533 1,890,578 △17 3,919,093

当期変動額

剰余金の配当 △115,786 △115,786

親会社株主に帰属す

る当期純利益
629,268 629,268

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 513,482 － 513,482

当期末残高 50,000 1,978,533 2,404,060 △17 4,432,575

その他の包括利益累計額

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 36,489 38,447 74,936 3,994,030

当期変動額

剰余金の配当 △115,786

親会社株主に帰属す

る当期純利益
629,268

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△243 24,689 24,446 24,446

当期変動額合計 △243 24,689 24,446 537,928

当期末残高 36,245 63,137 99,383 4,531,959
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 554,005 285,734

減価償却費 519,685 561,132

減損損失 10,652 52,682

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 47,709 4,823

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,607 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △225 △135

受取利息及び受取配当金 △6,425 △11,464

助成金収入 △4,708 －

支払利息 22,554 21,790

為替差損益（△は益） △3,315 △54,655

投資有価証券売却損益（△は益） － △10,400

固定資産除却損 5,569 3,599

売上債権の増減額（△は増加） △55,152 △25,628

棚卸資産の増減額（△は増加） △78,323 △45,312

仕入債務の増減額（△は減少） 26,969 25,042

未払消費税等の増減額（△は減少） △133,629 △38,180

前受金の増減額（△は減少） 253,065 △68,488

その他 △26,287 53,388

小計 1,116,538 753,928

利息及び配当金の受取額 5,521 11,464

助成金の受取額 4,708 －

利息の支払額 △22,893 △20,832

法人税等の支払額 △40,564 △45,463

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,063,310 699,097
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △244,850 △232,154

定期預金の払戻による収入 44,400 44,400

固定資産の取得による支出 △1,136,636 △513,139

投資有価証券の取得による支出 △200,000 －

投資有価証券の売却による収入 － 23,100

貸付金の回収による収入 3,987 4,237

その他 39,050 △14,201

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,494,049 △687,756

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △310,000 △580,000

長期借入れによる収入 944,000 1,350,000

長期借入金の返済による支出 △524,726 △581,490

リース債務の返済による支出 △21,439 △22,436

配当金の支払額 △77,191 △115,750

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,642 50,323

現金及び現金同等物に係る換算差額 34,278 45,833

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △385,818 107,496

現金及び現金同等物の期首残高 1,640,291 1,254,472

現金及び現金同等物の期末残高 1,254,472 1,361,969
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数

２社

連結子会社の名称

株式会社京都きもの学院

璨臻（上海）婚慶礼儀服務有限公司（英訳名：CANZHEN（SHANGHAI）WEDDING SERVICES CO.,LTD.）

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、璨臻（上海）婚慶礼儀服務有限公司（英訳名：CANZHEN（SHANGHAI） WEDDING SERVICES

CO.,LTD.）の決算日は12月31日であります。

連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引

については、連結上必要な調整を行っております。

(会計上の見積りの変更)

（資産除去債務の見積りの変更）

当連結会計年度において、当社グループの不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去

債務について、店舗の退去時に必要とされる原状回復費用に関する新たな情報を入手したことに伴い、退去時に

必要とされる原状回復費用に関して見積りの変更を行いました。当該見積りの変更による増加額126,822千円を変

更前の資産除去債務残高に加算しております。

なお、当該見積りの変更に伴って計上した有形固定資産の一部について減価償却費を計上したため、当連結会

計年度の営業利益、経常利益は16,783千円減少しております。また、一部については減損損失を計上したため、

税金等調整前当期純利益は38,461千円減少しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、運営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、事業別のセグメントから構成されており、提供する商品、サービス等を考慮した上で集約し、「和装事

業」「ウエディング事業」の２つを報告セグメントとしております。

「和装事業」は、呉服等の販売、振袖等の販売・レンタル、成人式の前撮り写真撮影サービス、成人式当日の着付

け及びメイクサービス、きものの着方教室の運営等を行っております。

「ウエディング事業」は、結婚式場「キャメロットヒルズ」(埼玉県さいたま市北区)、「グラストニア」(愛知県名

古屋市昭和区)、「百花籠」(愛知県名古屋市東区)、「ネオス・ミラベル」(山梨県笛吹市)、「嘉美麓徳高端婚礼会館

大寧店 (英訳名：Camelot-Hills Shanghai Daning)」(上海市静安区)、「嘉美麓徳高端婚礼会館 虹橋店 (英訳名：

Camelot-Hills Shanghai Hongqiao)」(上海市閔行区) 等の運営を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントごとの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額(注)１
連結財務諸表
計上額(注)２

和装事業
ウエディング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 14,819,262 4,928,086 19,747,349 － 19,747,349

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 14,819,262 4,928,086 19,747,349 － 19,747,349

セグメント利益 847,176 427,251 1,274,428 △720,830 553,597

セグメント資産 6,750,134 6,876,206 13,626,340 5,509,937 19,136,278

その他の項目

減価償却費 121,871 375,770 497,641 22,043 519,685

レンタル商品の償却 564,608 23,843 588,451 － 588,451

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

265,816 924,017 1,189,833 53,227 1,243,061

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、全社費用であり本社管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額は、本社管理部門の資産であります。

(3) その他の項目(減価償却費)の調整額は、本社管理部門の減価償却費であります。

(4) その他の項目(有形固定資産及び無形固定資産の増加額)の調整額は、本社管理部門の増加額であります。

２．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整しております。
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額(注)１
連結財務諸表
計上額(注)２

和装事業
ウエディング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 15,050,089 5,379,214 20,429,304 － 20,429,304

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 15,050,089 5,379,214 20,429,304 － 20,429,304

セグメント利益 660,075 348,368 1,008,443 △742,167 266,275

セグメント資産 6,938,292 6,984,140 13,922,432 6,185,289 20,107,721

その他の項目

減価償却費 146,730 390,158 536,888 24,243 561,132

レンタル商品の償却 488,300 24,175 512,476 － 512,476

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

271,375 373,814 645,190 41,281 686,471

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、全社費用であり本社管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額は、本社管理部門の資産であります。

(3) その他の項目(減価償却費)の調整額は、本社管理部門の減価償却費であります。

(4) その他の項目(有形固定資産及び無形固定資産の増加額)の調整額は、本社管理部門の増加額であります。

２．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整しております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

販売売上 レンタル売上
ウエディング

売上

加工売上

(注)１
写真売上

その他

(注)２
合計

外部顧客への売上高 8,011,033 1,863,390 4,928,086 1,449,617 2,898,027 597,193 19,747,349

(注) １．「加工売上」には、販売売上及びレンタル売上等に係る仕立て加工に関する売上を計上しております。

２．「その他」には、きもの着方教室の受講料等を計上しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本 中国 合計

5,811,199 1,537,621 7,348,820

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項はありませ

ん。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

販売売上 レンタル売上
ウエディング

売上

加工売上

(注)１
写真売上

その他

(注)２
合計

外部顧客への売上高 8,110,252 1,867,258 5,379,214 1,672,898 2,764,194 635,485 20,429,304

(注) １．「加工売上」には、販売売上及びレンタル売上等に係る仕立て加工に関する売上を計上しております。

２．「その他」には、きもの着方教室の受講料等を計上しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本 中国 合計

6,063,688 1,442,330 7,506,018

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項はありませ

ん。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

和装事業 ウエディング事業 その他（注） 連結財務諸表計上額

減損損失 10,652 － － 10,652

(注) 「その他」の金額は、本社管理部門に係るものであります。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

和装事業 ウエディング事業 その他（注） 連結財務諸表計上額

減損損失 52,682 － － 52,682

(注) 「その他」の金額は、本社管理部門に係るものであります。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 724.39円 821.95円

１株当たり当期純利益 108.32円 114.13円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,994,030 4,531,959

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,994,030 4,531,959

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

5,513,657 5,513,657

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 597,264 629,268

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 597,264 629,268

普通株式の期中平均株式数(株) 5,513,657 5,513,657

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


